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セミナーの企画概要 

 ちょうど 1 年前の SPARC Japan 2019 の中で、「実践 

研究データ管理」というセミナーを開催しました。こ

のセミナーは、単なる理論ではなく、参加者が明日か

らできる研究データ管理をイメージすることを目的と

して開催したものです。その中では、データリポジト

リや図書館の実例、研究データ管理を支援するための

ツール、研究データ管理を担う人材育成の取り組みに

ついて発表が行われました。パネルディスカッション

では、研究データの管理における研究者、研究支援職

員、図書館職員の役割や、役割を超えた全ての関係者

が共有すべき理念やリテラシーについて議論しました。 

 今年はその第 2 弾として、研究データの管理・公開

のための実践知を共有することを目的としてこのセミ

ナーを開催しています。特に今回は、研究データの管

理や公開をこれから始めようとしている方々を応援し

たいと考えています。そして、これを始めるに当たっ

て検討しなければならないことがたくさんあるので、

課題やその対応方法について皆さんと共有したいと思

います。 

 本日は、まず研究データの管理・公開の実例や課題

を知るということで、日本の大学における実例を三上

様から発表していただきます。それから、海外（ヨー

ロッパ）の事例については神谷様からご講演いただき

ます。次に、研究データのリポジトリの評価方法や日

本の現状についての調査実績を安原様からご講演いた

だきます。そして、実際に研究データ管理を行うため

の便利なインフラが既にできています。その代表格と

して、J-STAGE Data について加藤様から、GakuNin 

RDM について込山様からご説明を頂きます。そして

最後にディスカッションという順番で進めたいと思い

ます。 
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